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1982年4月
第22次 越 冬 記
吉 田 栄 夫
冬 ごもりまで1981年2月6日13時30分,最終便のヘ リ
コプターが"ふ じ"へ と飛び去った.森閑 とした基地,
いよいよ34名だけの生活 となる.ほ っとする気持 と前途
の厳 しさへの想いがないまぜになる独特の瞬間である.
早速東オングル島東北端の見晴 らし岩ヘオングル海峡を
見に行 く.前 日の強風で海氷が割れて流れ,黒 々とした
開水面が望見されていたのである.海抜41mの ピーク




























わずか3ヵ 所しか見当らなか ったのに,今 回は海岸近 く
に見事な氷河の爪跡が沢山発見され,お蔭で昔の氷河の
流れ方を,よ りはっきりと復元することができた.
3月6日 初めて基地近 くの海氷を調べる.新 氷は20
cm,一冬氷は25cmの厚さとなっているので,翌 日浮上








つき岬 までルー トを開設すべ く浮上型雪上車で海氷調査
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つ き岬 まで ル ー トを 設 定,氷1?/27～47cmでKC型雪L
巾で も 危険 な し と判 断 し得 た.航 空 機 の}戒力 を感 ず る.
ピラ タスは この 後 み ず ほ 基地 を 訪 れ る予定 で あ り,ま た
磁 気 測lrl:などに 従'屏す る こ とに な って い た が,4月 中 は
悪 天 で 飛べ ず,ま た5　Jjから8月g|iま で は 航空 免 許 の
関 係 で 飛行 誰II∫が.ドりな か った,5月 ～7」1は 許 ・1∫さえ
あ れ ば 充 分 観 測 飛行 はLr∫能 で あ った と 今で も 一寸 残念 で
あ る.
5月6日 基 地 を 出 た 内陸 旅 行 隊 は,悪 天,ll9温の 中 を
なず ほ 泉地 ま で 往復 し、 物 資 補給,人 員交 代 を し,環 境
F十学 の サ ンソ ル を得 て,28[.1昭和jle地へ 戻 〆〕た,21次 隊
と同 様 ポ ー ル が 設 置 して あ る ル ー ト1:では.レ ー ダ ー疋
行 が 極め て 有 効 で あ った.こ の間 昭 和 基 地 の 方で は 再び
オ ン グル海 峡 が ブ リザ ー ドで 開 水 面 とな り,広 々 と した
海 が 北へ 延 び て,ホ バ ー ク ラ'ノトに よ る旅 行 隊 の 収 容 も
杉え たが,十/tいbドう じて ル ー トは 確 保 され た の で あ る.
こ う して,冬 ご も り前,4月 に 行 わ れ た 気 水 圏 の ・J・旅 行
を 含 め て、4回 の内 陸 旅行 を 行 う とい う記 録ht,11れた,
2J]19[IM"く開 い た オ ング ル 海峡 で ゴム ボ ー1・に よ る測 深 を した
冬 ごも り　 6Jllll頃か ら約40日間 は 太陽.のlilない 季
節,能 率 も悪 く海 氷 も悪 い の で,野 外活 動 は 十 ン グル 諸
島 や と っつ き岬 まで の 環 境 科学 ・地 学 の 日帰1)調査 や,
西 オ ン グル 島 テ レ メ ト リー 基地 の 保守 に とど ま った,6
Jj1011には 衛 星 写 」'L/NOAA-6の影 像が,リt.ツ.t・ ホ
ル ム湾 内 は,中 央の 大 きな 線状 開 水 面 を除 き凍 結 して い
る こ とを 教 え て くれ た.7月5日 に は 全面 凍 結 がみ ら2t,
この 後 は 開 水 面 が 生 じる こ とは な か った.た だい わ ゆ る
ノこ利 根 水道 と愛 称 され る フ ロー リー ドは.年 間 を 通 じ
て,形 を 変 え つ つff:在し続 け た よ うで あ る.
暗 い 季節 の 憂 さを晴 らす ミッ ドウイ ン ター デ ー の お 祭
が,6Ji21[|を中心 にfYI」に よ ・・て 例 の ご と く行わ れ,太
陽 が 戻 って 早 々の7月16日,ピ ラ タス機 を海 氷[,へ降 ろ
した.22次 で は 冬 も分 解 格納 せ ず 屋 外駐 機 と し,冬 季 で
も使 用 で きる こ とを確 か め た か っ た.こ の た め に 航 空 担
'11隊員 とサ ・ドー ト要 員 が払 っ た 努 ノ∫は 大 きか った が ,も
しみず ほ 基地 に 何か 起れ ば 、1り'及的 速 か に 連 絡 の とれ る
態 勢 を と った つ も りで あ る,勿 論 格納 庫 の あ る こ とが 望
ま しい が 無 い ものね だ りは で き な い.
7月17日に は!`{暗な 午 前7[1.di40Jf>,月食 が 空 を 飾')
た.こ の 「1ラン グホ ブ デ まで 海 氷 トの ル ー トが 開 か れ,
21[・1には ラ ノ グホ ブ デ近 くの 氷河 の偵 察 も行 わ れ て,野
外 調 査へ の 準 備 が整 った.そ して21H,23日の 両1.1,ピ
ラ タ ス機 が 試 験 飛行 を実 施,結 果 を内 地 へ 送 り8月 以 降
の 飛 行 許li∫を 得 るた め で あ る.6月1日 か ら開 始 され た
1打極 ノベ学 講 座 も,7月30日 に は好 評裡 に 全 員の 講 義 を 終
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を 出 発 した.こ の旅 行に つ い て は 紙 面 も尽 きた の で 稿 を
改 め たい と思 う,た だ,私 達 は 余 りに も'1;:が多す ぎ.て,
や ま とII1肛辰・調 査 旅itiも"イラ で トtな り得 なカ'「'たとい
う声 もあ る.私1垣 よそ れ だ け 仕']1二に 恵 まれ て ・hであ ・,た
とい え よ う.内 地 で の ま た 内地 か らの サ ポー ト,ア ドバ
イ/.もそれ ら の遂 行 にrn要で あ った.深 く感 謝 した い.
r筆ξド 堀22次南極 地 域 観 測 越 冬 隊 長 、
国 立極 地 研 究1り1教授)
や ま と1i[脈直 前 で ク レ バ スに落 ち た カ7ー ス ぞ り
昭和57年度予算の概要について
1昭和57年度J:'1':i:は,1「|1年12月211Hc人'蔵省 内 示 が 行わ
れ.本 年4月5日 政lrf原案 ど お り成)tr:した.57年 度 」㌦算
の特 徴 は,政 府 の 行 財政 改rlll・:の基 本 方針 を1il'{持し,財.政
ll漣を推 進 す る と ころに あ り、 対 前年 度 比 較 で,戦 後2
番 「1の緊 縮 型 〕㌻算 で あ る.こ の よ うな 状 況 の 中 に あ り
て↑/LG研究 所の 国 .、'y:「'g:校特 別 会 計 ∫・t!,..(総「額1,024.644
.日:「Dの概 要は
,次 の とお りで あ る.
1.組 織 及 び定"の 整 備
政 府 の 行 政 改 革 の き び し い 張 木ノ∫針 の,1,であ った
カ:,寒≧令ノヒ9勿ノ;:・crl・何F究剖;「IFIゾ)担ピ1'}'1ノ＼び)坪1員力㍉認め
られ た.
2.研 究 機 器 の 整 備 充 実
新 規 と して,「 計 算 機 制 御r:「1}遠州 像 律凸1デー タ処liLl!
装 置(2年 肚.画の 第1年 次)」が1,1.上さ,}した.ま た,
「南 極 ロ ケ ッ ト搭 載 測定 器地 「:,試験 装 置」lll11点の 総
力三費 力1計Lき れ た.
4
3.共 「吋研「冗の推 進 拉1充
特 別 共 同 研究 蕃f費とLて,次 の経 費 が 訓.Eさ』した.
:1]極球 た気 のエ ネ ん ギ ーJit乞の 解 析(3{|㌃1.画の
第3年 次),〔 引 南極 沿 璋生 態 系 と沖 合 生 態 系 との
H[fl:関係 の解 析(5flこ計 画 の 第2年 次)ま た,こ の
他 に ・般 共 同 研究 蕃f費,シ ンポ ジ ウ ム開 催'll亡が 前 年
と同 額 で計|:され 『〔い る.
4.極 地 関 係図JF資料1ドの 整 備
〔1}極地 資 料収 集、1]r,]在費.c2}特 別 研究 判芝告 出 版
費.(ll)図lll購入費.(1)南 極 限 石 の 分 類 ・整Pl!等
経 費 が 計 上され た.
5.国 際 学 術 交 流 の推1蓮
国 際 共同 研 究 等経 費 と して 、 高緯 度電 離 圏 国隣{共「'ii
観 測(3年 計1!lriの第3年 次)経 費 がjl1ヒされ た他,国
際 会 議 出111i」」旅 費.外 国 人研究 員経 費 に つ い て も前 年 と
」同額 が 訓.|:され た.
6.観 測 機 器 等 の 研 究 開 発
南 極 観 測 ロ ケ ノト搭 載 測定 機 器 及 び 移動 観 測川 地 震
「|動収 録 装 置 の 研究 開 発 経費 の 他,新 規 と して 「1然工
ネル ギ ー を動 ノJとした 無 人 観 測 シ ステ ム ・b研究 開 発
〔3午、11'画の 第1fi"i))が,1i.上され た.
以 上が,　llな'jtJflの概 要 て あ るが,こ の他 に 、 学 術研
究 費,運 営.lt務費 竿 が 、{「["きれ て い る.
南極観測隊便 り
一第23次観測隊の近況一
23次隊 の 物 資 輸 送 は,2月5日 に 完 了 し た.新 発 電 陳
ノ)」+〈礎1:F狂も2)J9日 辛冬 」'した.11「1;二:よ,iil'{和」1じ」他力・
ら'㌧ ～・じtt　iこ向 けrCllM2のへIJ　/rソ7一一がfiEV,たち,星
rF孝男 隊 長 の 率 い る 越 冬 隊 は,2jl20il,公 式 に 越 冬 成
"/二の 日を 迎 え た.2A中 は,越 冬 の た め の 諸 作 業 を 全 員
で 行 な い,冬 ご も り準 備 も万 全 だ.観 測 関 係 て は.VHF
1・.ッソ ラ ー レ ー ダ 一ーの 淘τ設,海 洋 生 物 観 測 の た め}kヒ 観
測 点 の 設 置 な と1を行 な っ た.通 信 部lllIでは,[|木 を 糸Iliぶ
マ リサ ッ トン.,・ッ ク ス が 高 速 化 さ れ,従 来 の4倍 の ス ヒ.
・一:"で[Illi像を 伝 送 で き る よ う に な ・、た .
各隊 で 恒 例 と な 一、て い る1ir{和ユFじ地 で 発 行 さ ね る'r－ず く
り の 日1:ll紙が,今 次 隊 て も発i:11され る こ と に な り,.ヘ
ン キ ン23』 と 名 ず け ら れ た.全t山 気 て'あ る.
kず ほ 旅 行 隊 は,S16か ら2回 目 の 輸 送 を 行 い,2月
15日;こ基 地 に 到4Yl－し た.J;.11也周 辺 の 測lp/`:を行 な り て い




第22次南極 地 域 観 測 隊 越 冬隊Cilil]]栄Jt越冬 隊 長 ほ か
33名)は3)j21日15時成|1|空}巷に1年4か 月ぶ りに 全 い
無 」11帰国 した.留 守 家 族,関 係 者等 多数 の 出 迎 え を うけ
た 越 冬 隊 員 は 久 しぶ り;こll支川 の空 気 を満 喫 して いた.
第22次越 冬隊 は 「く(4ζ圏1之ひ地'.;1:σ)3か年 討.画の 最 終{ト
として,昭 和jlじ地 、 みず;y,g地堤 び や ま とIU脈を 中 心 に
観 測 を 行 ・、た.特 に,気 相 田観 測 て は移 動 に よ る観 測 に
1巨:.点を 置 き,境 界屑 観 測 や 低i曽ゾ ンデ観 測 に お いて 多 く
の成 果 を 得 た.ま た地 学11;川で は リ=.ソz・ ホ ん ム湾 の
海llU他形 や 底 質iji`]　df.をI　J'い,tPまと山脈1・1'近で の1地学 調
側 拓 採 集を 行 った.な お,宙 空 系 に おけ る 極域 擾 乱 と
磁 気 圏lllll造のft"Slijにお い て は,22次隊 よ リノく幅}こ施llをを
[「,J　ILて 実 施 した.す な わ ち,.11fけi芝処.[1貯11!を狗 没して,
記 録 器 を 設 置 し,電 算 機 に よる デ ー タの収 録 を 行 う と と
もに,ノ イ ズの 影 響 を 受 け 易い セ ン・卜一 類 を 西 オ ン グノレ
.[lli;こ㍑ti∫㌦し..F－レ/一 夕yj」.k;二よ るit-　'X　{tl}丞を 川|友古 し
た.
な お 、 同 隊 の 貴 屯な 観 測 デ ー タは41]2〔)llに帰 「1三]『;一る
観 測 船1ふ じ.1て持 ち ↓,rl'られ る.
一一第24次観測隊員候補者の冬期訓練一
第24Vc19」極 地 域 観 川ll隊員候 補 苦の 冬期 、り‖練 は.3月1
ilObか ら51U:㊦ まて,長 野l!l[乗鞍i;d-rii腹の 位 ヶlll"E1











昭 和57年Ul25nよ り27!|まで の3【1問,当 研 究 所 主
催 に よる 標記 の シ ンポ ジ ウ ムが 研 究 所 講 堂 に お い て 開か
れ た.本 シ ンポ ジウ ム も今 年 で5回 目を 迎 え,広 く関 係
の 研究 者 の間 に定 着 しつ つ あ る,講 演 件 数 は,72件 と昨
年 に比 べ て 大幅 に 増 え,参 加 者 数 も109名に の ぼ った.
今「1|の主 な テ ー マは,国 際 磁 気 圏 観 測 計画(IMS)で得
られ た 多量 の デ ー タの 解 析 結 果 の 報 告,今 年 よ り始 まる
巾層 大 気 国 際 協同 観 測 計 画(MAP)に 関連 した 具 体的 な
観 測計 画 並 び に 準 備i状況 の 報告,そ してMAP後 期及
び それ 以 降 に おけ る観 測 課 題 の 検 討 で あ った.こ の うち,
IMSの 成 果報 告 で は,特 に,南 北 共 役性 に関 す る セ ッ
シ ≡1ンが 設 け られ,多 くの 新 しい 解 析 結 果 が 発 表 さ れ
た.ま た,　MAP後 期 以 降 の 将 来 計画 に 関す る セ ッ シ ョ
ン では,南 極 ロ ケ ッ ト,　EXOS・C・D衛 星 計画,さ らに
地 上 多点 な らび に 共 役点 観 測 等 に つ い て 多 くの話 題 提 供
が あ 眈 パ ネル デ ィス カ ッシ ョ ンの形 で活 発 な意 見 交換
が 行 な わ れ た.
また に,2[1日 午 後 には 我 が 国に お け る超 高 層 物 理 学
研究 の 先 達 者 で あ る 前 田憲 一,加 藤 愛 雄,太 田 柾 次 郎,
関 戸弥 太郎 の 各先 生 並び に 永 田武 所 長 に よる 貴 重 特 別 講
で 意 義 深 い 演 が あ った.
な お,本 シ ンポ ジ ウムの 発 表 論 文 は,　 "Memoirs　of
National　Institute　of　Polar　Research,　Special　Issue"
に 印 刷 され る 予定 で あ る.










飯 島 健,福 島 直(東 大 ・理)
5.カスブ領域沿磁力線電流と対流の開題点




安 原 文 彦(中 京 人 ・教 養),上 出 洋 介
(京都 産 業 大 ・理)
7,ロ ケ ッ ト高 度 に お け るt－ 口 ラ電 子 とX線
小 玉 正 弘(山 梨 医 大),奥 谷 品.子,和 田 雅 美
(理研)
U.　VLF-HF波動 現 象
8.昭 和 基 地 に お け る　 narrew-band　オ ー ロラ ヒスの
到 来方 向 及 び偏 波 の 観測 結 果
西 野 正 徳,ft][十i義人,鎌 田 哲 夫,1'}井 ホ
(名人 ・空 電 研),平 沢 威 男(極 地 研)
9,極 域VLFエ ミッ シ ョ ンの 季節 変 化 一 地1二と衛111,
高度 で の 対比
山岸 久 雄,江 尻全 機(極 地 研 〉,小 田 嶋 充
(電通 大)
10.　Gaussian　beam渡瀬 に よ るVLF-DFの 精 度 に つ
い て
長 野 勇,満 保 正 ド{:,吉沢 重 雄(金 沢 大 ・ 仁),
木 村 磐 根(京 大 ・.1:),山岸 久雄(極 地 研)
11.極域 に おけ る コ ー ラ スの 特 性
思 藤 忠 典,中 村 義 勝,渡 辺 成 昭,村L利 光
(電波 研)
12,VLFソ ーサ ー放 射 領域 とt－ 口 ラア ー クの 位 置
関 係
中 川 一 之,鈴 木 光 義,芳 野赴 夫(電 通 大),
福 西 浩(極 地 研)
13.VLFソ ー サ ー,　LHR波 及 びEIC波 の ス ペ ク ト
ル 構 造
鈴 木 光 義,中 川 一之,芳 野 赴 夫(電 通 大),
福 西 浩(極 地 研)
14.ISIS-1,皿衛 星 に よるOmega-ASEの 観測
松 尾 敏 郎,木 村盤 根(京 大 ・工),山 岸 久 雄
(極地 研)
15.　KYOKKOに よる 極 域 プ ラ ズマ 波動 の 観 測
中村 良治,野 村 雄 二,向 井 利 典,小 山 孝 一 郎,
伊 藤 富 造,平 尾 邦 雄(宇 宙 研)
16,AKRの 起 源
大 家 寛(東 北 大 ・理)
17.極域 電 離 圏 に お け る高 周 波 プ ラ ズマ 波 動 の 励 起
宮 岡 宏(極 地 研),大 家 寛(東 北 大 ・理)
18,極域 磁 気 圏 に お け る波 動 現 象 発 生 領域 の シ ミュ レ
ー シ ョン室 内 実 験(1)
6
極 地 研 二
筒 井 稔,加 藤 泰 孝,松 本 紘(京 大 ・超 高層)
皿.　ULF波 動現 象
19.中低緯 度 及 び 高緯 度 に おけ るPc脈 動 の 特 性 の 対
比
(1)Pc1型磁 気 脈 動 につ い て
河 村 鑓,外 容 健,桑 島 」E幸(地磁 気 観 測 所)
福西 浩(極 地 研)
20.J{r低緯 度 及 び 高緯 度 に お け る　Pc脈 動 の 特 性 の対
比
(2)Pcs型磁 気脈 動 につ い て
桑 島 正 幸,外 谷 健,河 村 諮(地 磁 気 観 測 所)
福 西 浩(極 地 研)
2L極 域 に お け るPi　burst脈動 の特 性
図 式 学(東 大 ・理)
22,【ll1帰性　Pc3　とHELIOMAGNET[C　EXCUR・
　 　 　SION
斎藤 尚 生,村 上広 史(東 北 大 ・理)
23.環北 太 ・lz洋同 時 観 測 に 基 づ く　 ULF　WAVESの
特 性
湯 元 清 文,斎 藤 尚 生,永 徳 昭 人,山 内 美 佐r-,
(東北 大 ・理),赤 祖 父 俊 一(ア ラス カ人)
24.磁気 圏 一 高 緯 度 争点ULF波 動 観測 に 基 づ く　Pc4
型 脈 動 の発 生 伝搬 特 性
利 根 川豊,桜 井 亨(東 海 大 ・ 【:),
福 西 浩,平 沢 威 男(極 地 研)
25.昭和 ・みず ほ ・マ ラジ ョー ジ ナ や同 時 観 測 に よ る
Pc4-5脈動 の 位相 特 性
福 西 浩,佐 藤 夏雄(極 地 研)
26.　ULF　emissionのスペ ク トル構 造 の解 釈(Pc　l)
平 沢 威 男,小 野 高 幸(極 地 研)
Iv.　南 北 共 役 性 現 象
27.昭和 基 地一 ア イ ス ラ ン ド共 役点 観 測 のReview
平 沢 威 男(極 地 研)
28.地磁 気 変 動H及 びZ成 分 か らみ た 南 北 共役 性
鮎 川 勝,'F沢 威 男(極 地 研),巻 川和 男
(拓殖 大)
29,2機 のDMSP　 satellite　(F2,　F3)に よ り同時 観
測 され た 南 北 オ ー ロ ラ帯 の 入 射 粒St・の 共 役性
巻 田 和 男(拓 殖 大)
30.昭和 基 地 ・ア イ ス ラ ン ドに おけ るULF波 動 の 共
役 性:
1.Pc1周 波 数 帯脈 動 の 共 役性
福 西 浩(極 地 研),外 谷 健,桑 島 正 幸,
河 村 譜(地 磁 気 観 測 所)
31.昭和 基 地 ・アイ ス ラ ン ドに お け る　ULF波 動 の共
役 性:
口.Pc3-5周 波 数 帯脈 動 の 共 役 性
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福 西 浩(極 地 研),桑 島IE幸(地 磁 気 観 測 所)
32.昭和 基地 一 ア イ ス ラ ン ド共 役 点 観 測 に よる　Pc　1
波 動 伝播 特 性 の解 析
小 野 高 幸,平 沢 威 男(極 地 研)
33.昭和 基 地 ・ア イ ス ラ ン ドに おけ る　ELF・VLF放
射 の 共 役性:
1.　ELFヒス 及 び コー ラス スペ ク トル の共 役 性
佐 藤 夏 雄,福 西 浩(極 地 研),佐 藤 正 彦,
前 沢 潔(山 形 大 ・理)
34.昭和 基 地 ・ア イ ス ラ ン ドに おけ る　ELF・VLF放
射 の 共 役性:
ll.　ELFヒス 及 び コ ー ラス 強度 の 共 役性
佐 藤 正彦,前 沢 潔(ILt形大 ・理)
佐 藤 夏 雄,福 西 浩(極 地 研)
35.AKR発 生 高 度 の 南 北 共 役性
森 岡 昭,人 家 寛(東 北 大 ・理)
36.　EXOS-B/Siple実験 に お け る衛 星,南 北 共 役 点 と
の対 応
木 村磐 根(京 大 ・11:)
V.特 別講 演
前i11憲 一)1(都大 学 名誉 教 授
加 藤 愛 雄 東 海 大学 教授
太 田 柾 次郎 京 都 大学 名誉 教授
関 戸弥 太郎 名11「屋 大学 名誉 教授
永 田 武 国 立 極 地 研究 所 長
W.オ ー ロ ラ現 象
37.　Dayside　Auroraの様 相
金 田 栄祐(東 大 ・理),平 尾 邦 雄(宇 宙 研)
38..同時 刻 に 観 測 され た　Dayside　Aurora　と Night-
side　Aurora　との 関 連
巻 田 和 男(拓 殖 大)
39.　Pulsating　Auroraの輝 度 変 動 特 性
山本 達 人,小 口 高(東 大 ・理)
40.　Pulsating　Aurora　に 伴 う磁場 変 動 と　 Aurora
　 　 　 Drift
小 口 高,」.H.Meek(東 大 ・理)
、1,　MAP　liif期観 測 計 画(1)
41.JARE23,24MAP観 測 の概 要
福 西 浩(極 地 研)
42.VHFド ップ ラー レー ダ実 験 につ い て
五 十 嵐 喜 良,小 川 忠彦,大 瀬 」E美,倉 谷康 和
(電波 研),藤 井 良 一,平 沢威 男(極 地 研)
43.極域 中 層 大 気探 査 用 レー ザ レー ダにつ い て
岩 坂 泰 信(名 大 ・水 圏 研),藤 原 玄夫(九 大 ・理 〉
福 西 浩,平 沢 威 男,藤 井 良一(極 地 研)
44.赤外 分光 観 測 につ い て
田中 正 之(東 北 大 ・理)
7
極 地 研 二
45.オ ゾ ン層 気 球 観 測
小 川 利紘(東 大 ・理)
46.MAP期 間 中のTIROS,　NOAA衛 星 に よる 観 測
芳 野赴 夫,川 中 拮 也(電 通 大)
X皿.　MAP前 期 観 測 言卜画(H)
47.南極 成 層 圏 電 離 強 度 の 気球 観 測
森 田恭 弘,鎌 「 1哲夫,高 木 増 美(名 人 ・空電 研)
藤 井 良 一(極 地 研)
48.極域 と赤 道 に お け る気球 電 場 の 同時 観 測 計画
小 川 俊 雄(京 大 ・理).福 西?ti;・(極地 研)
49.極域 成 層 圏 及 び 対 流 圏NOx測 定 器 の 開 発
高 木増 美,近 藤 豊(名 大 ・空 電 研)
小 川 利 紘(東 大 ・理)
50.南極 に お け る ライ ダ ー観 測11r能性
内 野 修(九 大 ・]:),藤原 玄 夫,広 野 求 和
(九大 ・理)
51.成層 圏;ア ロ ゾル,オ ゾ ン濃 度 変 化
一 中 ・低緯 度 と高 緯 度 地 方 の観 測 値 の 比 較一
岩坂 泰 信,林 田 佐 智 子(名 人 ・水 圏 研)
IX.　電 離 圏 擾 舌L
52.衛星 観 測 に よ る極 域 現 象 に つ い て
一 電 子密 度 分 布 ,　Es反射 エ コー一
西 崎 良,相 京 和 弘,緒 方 隆 信,丸 山 隆,
猪 木 誠 二,永 山 幹 敏,藪 馬 尚,井 出 俊 行,
大 瀬 ⊥1三美(・i匡i皮9F)
53.ISIS-2U・で観 測 され た 極 域 電 離層 の イ オ ン密 度 ト
ラ フ
佐 川 永 一(電 波 研)
　 　 　 J.　H,　Hoffman,　W.H.　Dodson　(U.　of　Texas)
54.極域 トラ フに お け る プ ラ ズマ パ ラ メー ター の測 定
(「極 光 の 結 果」)
小 山 孝 一郎,向 井利 典,野 村 雄 二,中 村 良 治,
伊藤 富 造,　v・Ft邦緋(「j':宙研)
55.極域 擾 乱 と赤道 域F層 擾 乱(1)
高 橋 忠 利,渡 部 」{童十,大 家 寛(東 北 大 ・理)
56.極域 擾 乱 と赤 道 域F層 擾 乱(n)
渡 部 重 十,大 家 寛,高 橋 忠 利(東 北 大 ・理)
57.昭和 基 地 にお け るサ ブス トー ム時VLF位 相 異 常
菊 池 崇,大 谷 晃,野 崎 憲 朗(電 波 研)
58.HFド ップ ラー法 に よ る重 力 波 波 長 測定
一 ふ じ船 ト観 測 か ら一
北 村 泰 一,竹 生 放 資,占 野慎 治(九 大 ・理)
福西 浩(極 地 研)
X.　MAP後 期観 測 計画(D
59.　EXOS-C衛 星 の 現 況 と観 測 訂'画
伊 藤 富造(宇 宙研),大 家 寛(東 北 大 ・理),
小 川 和 絃(東 大 ・理)
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60.JARE25観測 計 画概 要
江 尻全 機(極 地 研)
M.　MAP後 期 観 測 計t'tli　(ll)
-MAP後 期 に お い て観 測す べ き物 理 現 象 と 問 題
点一
61.大気 組 成 観 測
小川 利 紘(東 大 ・理)
62.オー ロ ラ観 測
小u高(東 大 ・理)
63.磁場 ・電 場 観 測 の課 題
国分 征(東 大 ・理)
64.80年代 中期 に於 け る低 エ ネ ル ギ ー粒r・ge測に つ い
て
|「1J井IUijll　(' -:1ii研1)
65,プラ ズ マ波 動 観 測 の 課 題
大'家 寛 〔東」ヒ大.F襲)
66.飛翔 体 を川 い た ア クテ ィブ実 験
松 本 紘(京 大 ・超 高 層)
珊.　MAP後 期 観 測 言1・画(皿)
67.keVレン ジ ・マ イ ク ロバ ー ス トの観 測 計 画
松 本 治弥,賀 谷 信 幸(神 戸大 ・ 【:)
68.オ ー ロ ラX線 撮 像 装 置
平 島 洋,奥 平 清 昭,村 卜浩之,水 沢郁 夫
(立教 人 ・理),西 村 純,山 上 隆|E,
[藤チP11:美(「j':宙砂F),ノ」、]こ」i{世、
(1|1梨医 大)
69.極域 に お け る イ オ ン ドリフ ト速 度 の観 測 意義
南 繁 行,堤 四 郎,竹 屋 芳夫(大 阪 市 大 ・1:)
70.電子 計算 機 に よ る ロケ ッ ト搭 載RPAの デ ー タ解
析 法 の研 究 南 繁 行,堤 四 郎.竹 屋 芳 夫
(大阪 市 大 ・.1:)
71,極域 プ ラズ マ波 動 の 計 算 機 シ ミュ レー シ ョン.
松 木 紘(京 人 ・超 高層)
72,北極 圏 内 研 究 観 測 体 制 に 対 す る将 来構 想
厳 刑哲 夫(名 大 ・空 電 研)
X皿.パ ネル デ ィス カ ッシ ョン
ーMAP後 期 以 降 に おけ る 極 域 超 高層 観 測 の 課題 に
つ い て一
一 第7回 南 極 陽 石 シ ン ポ ジ ウ ム ー
1:記シ ンポ ジ ウムが57年2月19・20日の 両|L極 地 研
究 所 主 催 で開 催 され た.第6回 シ ンポ ジ ウ ムか ら2名 の
外 国 人 を 招 待す る こ とに な り,今 回 は 明 石 研 究 の 世 界 の
第 一 人 者,　Brian　Mason博士(米 国 ス ミソ;ア ン博 物
館)と 若 手 の限 石 研 究 者Harry　McSween博L:(米国 テ
ネ シー大 学)が 講 演 を 行 った.そ の 他,　M.　Duke,　L.
一8
 .W
Taylor, K. Fredriksson, D. Strangway  tz. 
2  iI  Ull-CILE  150  41  0  Vint(  75;  k g  047ft  op -t!a
1. Yanai K. Kojima H. Anterctic meteorite  prelim-
     inary examination team: Preliminary exami-
     nation of the Yamato-79 meteorites 
2. Takeda H. Antarctic meteorites preliminary 
     examination team: Consortium studies of 
     Yamato and Victoria Land meteorites 
3. Taylor L.: NASA-supported meteorite  research  : 
     Past, present and future 
4. Matsumoto Y. Miura Y.: Classification of sever-
    al Yamato-75 chondrite  [IV] 
5. Ohta Y. Griffin W.  L.: Priliminary studies of 
     3 Yamato meteorites 
6. Ohta T. Duke M. B. Sato G.: Computer aided 
     classification of chondrites based on EPMA 
     data and its application to Yamato-79 collection 
7. Mason B. Clarke Jr. R.  S.  : Characterization of 
     the 1980-81 Victoria Land meteorite collection 
8. Sato G. Takeda H. Yanai K. Kojima H.: Im-
     pact-melted LL-chondrites of Yamato-79 collec-
     tion 
9. Ikeda Y. Onuma N.: Petrochemical study of 
    the ALH-77003 chondrite  (C30) 
10. Nagahara H. Hushiro I: Petrology of ALH-
    77307  (CO3) chondrite 
11. Kimura M.: Petrology of lithic fragments in 
     unequilibrated ordinary chondrites 
12. Clarke Jr. R. S. Mason B. Jarosewich E.: A 
      new metal-rich mesosiderite from Antarctica,
 RKPA79015 
13. Nagahara  H.: Ni-Fe metals in the  unequilibrated 
     chondrites 
14. Takada H. Yanai K.: Mineralogical examination 
     of the Yamato-79 Achondrites, preliminary 
     view 
15. McSween H. Y.: Igneous layering and shock 
     metamorphism in a new Antarctic achondrite 
16.  Mori H. Takeda H.: Analytical electron micro-
     scopic studies of pigeonites in eucrites 
17. Duke M. B.: A Major and trace element com-
     parison of Antarctic polymict eucrites and 
     common eucrites 
18. Miura Y. Matsumoto Y.: Compositional varia-
     tions of plagioclase, apatite and chromite in
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     Yamato-75135, 93 chondrite 
19. Miura Y. Matsumoto Y.: First description of 
     whitlockite in Yamato-75 chondrites 
20. Miura  Y.: Exsolution texture of  plagioclase in 
     meteorite 
21. Akai  J.: High resolution electron microscopic 
     investigation on matrix phyllosilicate of 
    Yamato-74662 (CM2) 
22. Fredriksson K.: Elemental correlation anomalies 
     in individual chondrules from chondrites of 
     different types 
23. Morimoto N. Yasuda M. Kitamura M.: Study 
     of the radial pyroxene chondrule in Yamato-
    74191 (L3) by analytical electron microscopy 
24. Fukuoka T. Ishida  H.: Chemical compositions 
     of the ALH-765 and -77302 polymict eucrites 
25.  Haramura H. Kushiro I.: Major element chem-
     istry of Antarctic meteorites (I) 
26. Onuma  N.  : SB systematics on meteorites 
27. Nakamura N. Komi H. Nishikawa  Y. Pellas  P.: 
     REE abundances in the Chassigny meteorite 
28. Masuda A. Makoshi  Y. Shimizu H. Takahashi 
     K.: A howardite model based on rare earth 
     and major elements in the Kapotea meteorite 
      and It's mineral separate 
29.  Nishiizumi K. Arnold J. R. Imamura M. Inoue 
     T. Honda M.: Cosmogenic radionuclides in 
      Antarctic meteorites 
30. Takaoka N. Saito K.: Isotopic measurement of 
     rare gases in Antarctic meteorites 
31. Yagi K. Kuroda  Y. Koshimizu  S.  : Chemical 
     composition and F. T. Age of some muong 
     nong-tyye tektites 
32. Nishimura H. Okano J.: SIMS measurement of 
     magnesium isotopic ratios in  Yamato-74662 and
     74191 meteorites 
33. Komura K. Tsukamoto M. Sakanoue M.:  Cos-
     mogenic Al of Yamato Meteorites 
34. Miono S. Yoshida M. Takaoka N. Ninagawa K.: 
     Measurement of terrestrial age of meteorites 
     by thermoluminescence t chnique 
35. McFadden L. A. Gaffey M. J. Takeda H.: Re-
      flectance spectroscopy and mineralogy of a
     crystalline LL chondrite 
36. Nagata  T.: Magnetic classification of meteorites 
      -iron meteorites-
37. Nagata T.: High coercive magnetic properties
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　 　 　 of　meteories　containing　ordered　FeNi　(tetra-
　 　 taenite)
38.　Nagata　T.　Funaki　M,;　 Peizo.remanent　magnet.
　 　 　 ization　of　Antarctic　meteorites
39.　Hamano　Y,　Yomogida　K,:　 Magnetic　suscepti-
　 　 　 bility　anisotropies　of　s【)me　Antarctic　chondrites
40.　MiyamotoM,　MitoA.　TakanoY.:　Thespectral
　 　 　 reflectance　of　Black　meteorites
41.　Hasegawa　H.:　Destruction　f meteorites
42.　Yomogida　K.　Matsui　T.:　Physical　proper亡ies　of
　 　 　 Antarctic　chondrites,　H
43.　Fujii　N.　Miyam`)to　M.　K〔)bayashi　Y.　Ito　K,:
　 　 　 On　the　shape　of　Fe-Ni　grains　among　ordinary
　　　　chondrites
44.　Miyamoto　M.　 Fujii　N.　Ito　K,　Kebayoshi　Y.:
　 　 　 The　vibrational　fracturing　rate　of　shock.me[ted
　　　　chondrites
45.　Sugiura　N.　Strangway　D.　W,:　 Magnetic　and
　 　 　 thermal　history　of　the　brecciated　chondrite





="一 ジ ー ラ ン ドで開 か れ.た第16回SCAR総 会 に お
い て 【|本学 術 会議 が 開 催 を 依 頼 され たBIOMASS国 際
研 究 集 会は,そ の 後 同 会議 内(南 極 研 究 連 絡 委員 会,海
洋学 研 究 連 絡 委 員 会)に 発 足 した 組 織 委 員 会 を通 じて 当
極 地 研 究 所 が 主 催 す る よ う要 請 され ま した.こ の た め所
内 に運 営 委 員 会,実 行 準 備 委 員 会 を 設 け 開 催 車 偏『に 当 っ
て ま い りま した.会 議 へ の 協 力 お願 い方 々,こ の 研究 集
会 の概 要を お 知 らせ します.
(連絡 係寒 冷生 物 部 門 内 藤靖 彦)
1会 議 名BIOMASS　MEETINGS　IN　JAPAN　1982




コ ン ビー ナ ー:　T.　Fester
5月2411～5月26日 於 極 地 研 講 堂
2.　BIOMASSColloquium
コ ン ビー ナ ー;根 本 敬 久(海 洋 研)
5♪"]27|1～5}」28日於 極 地 研F言酵'i;ヒ
3.　BIOMASS　meeting
コ ン ビー ナ ー:　S.　Z.　Et.Sayed
5」]31日～6月4「1於 日 光 金 谷 ホ テ ル
4.そ の 他 の 会 議
　 Cl)　Meeting　of　the　Technical　Group　on　Data
　 　 Statistics　and Resources　Evaluation
コ ン ビ ー ナ ー;　G.　Newman
5Jl24H～5月2711於 極 地 研 会 議 室
② 　 Meeting　of　the　Technical　Greup　on　Methods
コ ン ビ ー ナ ー:　T.　Trunter
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　 　 　 　 　 No.　70　(lonosphere　26):　Riemeter　records　of　30
　 　 　 　 　 MHz　 cosmic　noise　at　Syowa　Station,　Antarctica
　 　 　 　 　 in　1980,　by　M.　Ose　and　K.　Nozaki.　March　1982.
　 　 　 　 　 No.　71　(Glaciology　8):　Glaciological　d ta　collected
　 　 　 　 　 　 by　the　Japanese　Antarctic　Research　Expedition　in
　 　 　 　 　 　 1980,　by　S.　Kobayashi,　T.　Ohata,　N.　Ishikawa,
　 　 　 　 　 K.　Matsubara　and　S.　Kawaguchi.　March　1982.
　 　 　 　 　 No.　72　(Seismo[ogy　15):　Seismological　bulletin　of
　 　 　 　 　 　 Syowa　Station,　Antarctica,　1980,　by　K.　Shibuya
　 　 　 　 　 and　K.　Kaminuma.　March　1982.
　 　 　 　 No.　73　(Meteorology　11):　POLEX-South　data,　Part
　 　 　 　 　 　 3.　Radiation　data　at　Mizuho　Station,　Antarctica
　 　 　 　 　 　 in　1980,　by　N,　Ishikawa,　S.　Kobayashi,　T,　Ohata
　 　 　 　 　 and　S.　Kawaguchi.　March　1982.
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レ来 訪 者 ぐ
3月4日 　 Dr.　TANSKANEN,　P.　(フtン ラ ン ドオ ウ
ル 大学 教 授)
3月18日 石 廣 玉 博 士(中 国 科 学 院 大 気 物 理 研 究 所)
3月23日～3月26日 　 Dr.　CALVERT,　W.　(アイ オ ワ
大 学 助 手)
■見 学 者 ぐ




天候が悪く断続的な空輸が行なわれ,待 機 状 態が 続 い








ポンプでPCB用 採気を1|ti]行った.ま た,北 の瀬戸に
おいてプロペラネットを用いてプランクトンを採集 し,
北の浦では表層海水約1.3tを採取 した.




表面の撮影を実施 した.な お,持帰 り氷雪 試料 は総 計
2,242kg(113梱)である.
地学1岩 盤ポーリングは,23次隊により補給を受けた
部品を使用 して.直 径46m皿 のボーリングを実施した
が,29,6mまで掘削したところで 掘削速度が 極度に低











消費量!残 敲 消費量!残 量.
普 通 軽 油16・553i2以 ・77214・315350・057
灯 油1,230、3,3491,93561,4141
ホ ー バ ー ク ラフ トの速 度 試 験 を実 施 した.3人 乗 り,
微 風状 態,起 伏 の 小 さい雪 面 で,最 高 速 度 は 時 速60km
で,主 機 関4500rpm,補助 機 関3000～3300rpmであ っ
た.こ の 結 果,天 気 の 好 い 夏 季 は,ホ ー バ ー ク ラ フ トの
走 行 も安 定 して お り,雪 上 車 等 が 走 行 で きな い 海 氷 状 況
の時 には,近 距 離 調 査,氷 状 偵 察 等 の 利 用 に 充 分 有 効 で
あ る と判 断 され た.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　 temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min、 　temp.)　(CC)
平 均 気FI{・海 面(Mean　 pressure,
　 　 　 　 　 　 　 sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(mfs)
瞬 間 最 大 風 速 　 (Gust)　(m/s)






















































1そ れ だ け が.i三R的で は な か った と して も,注 目 され て き





く,広域変成作用に伴う鉱床もまだ見つ け られ て いな
ミい.
1㈱ 基酬 近には1変成胸1也靴 齢 や。グ。。イ




はそれまでに固結 した岩石に入りきれなか った希元素が ミ
濃架している.そ のため沢山のめずらしい鉱物を含むご ミ
とが 多い.こ の中 に 有川 鉱 物 が 多昂:にあ れ ば ペ グ マ タイ{
ト鉱 床 と呼 ば れ る.ミ
　
=L－クセ ン石 は ウ ラ ンや トリウム を 含 む放 射 性 鉱物 の1
ひ とつ で あ り,tた イ 。 トリ ウ・や セ リ ウ・ な ど の 希Hil
類 元 素 も含 む た め,多 昂:に発 見 され れ ば|:業原 料 と して}
用 い る こ とが で き る.第1次 南極 観 測 隊 は昭 和 基 地 南 方1
1の ス カ ー レ ン地 区 の ペ グマ タ イ トか ら,南 極 で は は じめ}
{
てa－ クセ ソ石 を採 集 した,ユ ー ク セ ソ石は 黒 色塊 状 で1
貝殻状に割れる性質をもち,ガ ラス光沢を示す鉱物であ1
1
る.斜 方 晶 系 に 属 す るが.自 身 の も'・て い る放 射能 の た ミ
め に.結 晶 格f'が破 壊 され て 非 晶 質 状 態 に な っ て い る1
(・タ ・ ク ・状 態 と・ う)・ ミ
昭和基地付近には角閃石ペグマタイ トと花嵩岩質ペグ1
マ タ イ トの2種 類 の ベ グマ タイ トが あ る.前 者か らは し}
ば しば 大 きな 磁鉄 鉱が 見 出 され る.ユ ー クセ ン石 は 後 者1
か ら 発 見 され た.第 ・6次隊 は同 じペ グマ タ イ トか ら.セ1




出 規 模 は 小 さ く,鉱 床 と呼 べ る ほ どの もの は まだ見 つか
って い な い,ペ グ マ タイ トか らは これか ら も放射 性 鉱 物
に 限 らず,多 くの め ず ら しい鉱 物 が 発 見 され る ことが 期
待 され る.
〈写 真 説 明 〉 黒 雲 母片 麻 岩 を 貫 くベ グマ タ イ ト脈 .最
大幅,約50cm.産 地,新1"iu.
"一.-t-N.J.'-tV.ny-～.Ji〆 〆 ノ,N-"一 ρ'-tt-t♂一 一 ～.J'σt.…,N--t■iJ7_1`i・"WVhJ-J A'.'.','・ρ ～ ΨA1""バ 一ー'・"vりAj,t"・,・,・一 一,,,・s
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